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 ① 大学ごとに法人化し、自律的な運営を確保 
 ② 民間的発想のマネジメント手法を導入 
 ③ 学外者の参画による運営システムを制度化 
 ④ 非公務員型による弾力的な人事システムへの移行 












































































































































































































































                  UP 
 
 
    





































































         利益 
企業の価値＝ 
        投入資金 
        教育の質＋研究の質＋社会への貢献度
大学の価値＝ 


















 ① 人 間重視：構成員の能力を最大限に引き出す運営と言い換えることができる。キヤノンの
人間尊重主義はその典型であり、同社の場合、終身雇用と実力主義がその重要
な柱となる。 
 ② 戦 略 性：情報の収集と共有化、戦略的思考法などがそのエッセンスである。 
 ③ 顧 客志向：顧客との対話や顧客からの厳しい要求は組織自体を鍛えるプロセスであるとい
う意識が大切である。 
 ④ コスト意識：厳しいコスト意識が経営に緊張感と規律を与える。 


































































































  ① 確かな経営基盤の上でこそ、質の高い教育研究が実現できるということ。その逆に、質の
高い教育研究が実現できてはじめて経営基盤も強固なものになるということ。つまり、教
学と経営は強固な関係で相互に支え合っているということである。 
  ② 経営基盤を形成する主たる要素は、人的基盤、財政基盤、ハード・ソフト基盤であり、こ
れら３つの基盤に対するバランスのとれた目配りが大学経営にとって重要であること。 
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関係であること。そして、教育と研究の質を向上させるためにも、学生支援が重要であり、
そのことが益々重視されなければならないこと。 













































(図６) 大学改革の手順図６ 大学改革の手順 










































































174 大学財務経営研究 第３号 
社会人教育や公開講座だけではない。生涯学ぶために様々な機会を提供することが大学に求められ
るとともに、そのような機会を通じて、大学自身も社会と交わり、社会に鍛えられることになるの
である。 
 
６．結び 
 
 国立大学法人化の現状に始まり、大学の将来像を構想するにあたっての視点まで、思いつくこと
を書き綴ってきたが、文中でも述べたように我が国の大学も、国際社会や国内社会と同様に混沌の
直中にある。混沌の中に方向性を見出し、一定の秩序を作り出すにあたり、学問の果たす役割は極
めて大である。そのような意味からも、高等教育研究の重要性は益々増してきているものと思われ
る。 
 
